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辻周介教授, 森岡茂治, 佐藤筒彦 (昭46.9-





研究 ; サルコイ ド一ジスが,結核の減少 して










的に検 討 した限りでは (血中抗体, 免疫グロ
ブリン量等の検討からは)関連性を見出し難い
ことを,昭和44年 7月第44回日本結核病学会シ
ンポジウム ｢サルコイ ド-ジス｣ (座長 辻周
介薮授)において発表 した｡
2. Kveim 反応に関する国際的協同研究








佐藤が協力 し, 病理組織面では, 小原 が担当
して行った｡みるべき成果としては,同一患者
U)牌臓を材料とするにも拘 らず,C.S.I,.抗原
が, 前期抗原 (1965年 6月製造), 後期 抗 原
(1968年 6月製造)によって, 特異性が , 著 し
く異なることを立証 したことであり,1972年の
初め頃より欧米において,C.S.L.抗原の確実性
に対 して持 たれていた RtlmOr,又,1972年 9







で開かれたサルコイ ド-ジスに闇す る Sym-
posium に,泉は Stockholm より参加 し,こ0)
所見を報告 した｡ その前後 の消息 は,Lancet
i:188,1972に詳 しい｡この後,Dr･Hurleyも,
本抗頂の特異性に蘭する疑 を認め,C.S.L.抗
頂 の使 用 は, 1972年夏 に 中止され, 72年 9
月 の第 6回国際 サルコイ ドージス会 議 におい
- 91-
て, 泉が, これ らの所見を発表, 欧米の研究

























あった｡ 高松の 要旨は, 第 6回 国際サルコイ
ド-ジス会議京都 シンポジウムにおいても重ね
て報告された｡一方,安平公夫教授は,古 くよ




ノカルデ ィアも,サルコイ ド結節を形成 し得る
という報告,サルコイ ド-ジスの病原菌として














在用いられているサルコイ ドー ジスの定義 ｢原
因不明の全身性肉芽腫形成性疾患である｡-･｣




























泉 京大胸部研紀要 第 7巷 第 1号
成分に所謂結核性病変特有の壊死形成能がある



























ところ, 3例 か ら Nocardia様 organism を















ト接種実験 を試 み た所見 を報 告 した｡即 ち






















って, LTSA,北欧, 申欧のサルコイ ド-ジス
0)調査がなされていたが,このたび文部省より
海外学術調査として ｢東南アジア地域における
サルコイ ド-ジスの疫学的調査｣が認められ,
昭和48年度は,韓国,マレーシア,シンガポー
ルの三地域について,実施することになった｡
東南アジア地域は,今,やうやく結核の減少傾
向を示 しはじめた地域であり,デンマーク, 冒
本等で,指摘されたような結核の減少,サルコ
イ ド-ジス0)増加の事実が,適用されるか否か
0)調査は,サルコイ ド-ジスの病因論に関連 し
て興味あるところである,前川,寺松,大島,
小原,最の メンバーが 7月15E]ソウルに到着
し,延世人学校医科大学胸部内科,金起稿教授
をチ-フとする韓国側との共同調査を開始 した
ことを附記 したい｡
(48.7.23 ソウルにて)
